
学会記事
199 

第28回全国大会 （北九州港）概要

平成元年度第28回全国大会は10月26（木） ～28（土）北九州 ・商工貿易会館l乙て開

催された。

本大会の共通論題は「港湾と国際経済社会の変貌」と題し，F記の方々により報告 ・

発表され，シンポシュウムではこれをもとにして活発に議論がなされた。 （評細は

「本号年報」 “シンポジュウムの概要”を参！！＠して下さい。）

自由3命題では，下記の方々により，港湾をめぐる地域経済問題，価格決定問題．陣

頭経営 ・港湾経営問題，港巡業問題，そして中圏内航輸送問題等について報告がなさ

れた。

会期中港湾視察，見学会，懇談会（参加者80名）が行われ，北九州港と九州 ・四国 ・

中国経済圏動向等を深める上で有意義な大会であった。

そして会員相互間の親睦，交流も活発に行われる等．懇親会のもつ意義が「きわめ

て大きいζと」を実感させられた。数々のことか司憶に残る「大会Jとさせて頂いた

乙とに対して， 北九州市港湾局の関係者をはじめ北九州部会関係者の方々に傑く感謝

申しあげます。

研究報告会

共通論題

東アシアlζおけるコンテナ港湾の競合 （！｜｜村学園女チ大学） 速勝幸チ

シンガポーノレ港の変化と物流ネットワーク （日本大学） Li.1 J二 徹

日中貿易と中因物流体制 （大阪市立大学） 柴 lfl 悦チ

生産の国際化と国際物流ー （横浜港湾短期大学校） 鈴木 IU主

荷主とフォ ワーダーの海外進出 一

国際化の進展とt必湾の課題 （明治学院大学） ill 村 学

世界都市機能集積と沿岸域管盟の共生 （名古屋港管盟組合） 木 村 武 彦

自由論題

港湾の計聞とその地域的課題 （広島商船高等専門学校） 千；jif日 富士犬

港湾価格決定における競争とサービスの効率性

（慶応義塾大学大学院） V.l.D Jベレラ

神戸桟橋会社の成立事情と埠頭経営 （群馬女子短期大学） 安彦 正 ー

経営史的考察を中心Iζ ー

港湾補助と港湾経営 （青山学院大学大学院） 金 亨 ＇！（｛；

港巡業の変貌と課題 （横浜港湾短期大学校） 富 田 功

一 コンテナ化時代に｜刻連して

r&r~国における海浜 リ ゾート開発の可能性とその問題点

（北海学園北見大学） 吉岡秀締

仁j:if五lの内航運i送管埋と改革 （中国武漢海運専科学校） 宋 鐙生
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シンポジュウム概要

港湾と国際経済社会の変貌

平成元年度北九州港大会のシンポジュウムは首記論題の研究発表lζ対する質疑応答

をもとにして行われた。乙乙にその要点をとりまとめて収録するものである。

報告テーマ及び報告者は次の通りで，司会は和泉雄三氏（函館大学）であった。

報告テーマ及び報告者

①東アジアにおけるコンテナ港湾の競合 。｜｜村学園女子大学）遠藤幸子

②シンガポール港の変化と物流ネットワーク （日本大学） 山上 徹

③日中貿易と中因物流体制 （大阪市立大学）柴田悦子

④生産の国際化と国際物流 （横浜港湾短期大学校）鈴木 暁

⑤国際化の進展と港湾の課題 （明治学院大学） 山村 学

＠世界都市機能集積と沿岸域管理の共生 （名古屋港管理組合）木村武彦

司会。 函館大学の和泉でございます。今回の報告は，大きく三つのテーマfC分けら

れるように思います。 一つは東南アジアにおけるコンテナ港湾についての現状と問題

提起， 二つは日中貿易と中国物流について， 三つめは国際化を臼本の港湾の問題とし

て捉えるととうなるのか，という乙とです。 （各氏が報告について3分程の補足説明）

各先生方にはいろいろ乙質問がでていると思L、ますが，お答えをいただきながら討論

を進めさせていただきたいと思います。では，遠藤先生からお願いいたします。

遠藤・ メインポー トの港湾体制をめぐる基本的特色とその主要な問題点について，

という質問が富田先生から出ております。港湾体llilJという言葉がどういう意味を含ん

でいるのかわかりかねますが，現在のメインポートは自然、条件 ・経済社会条件などに

恵まれたと ζろが，たまたま，うまい時期・場所 ・状況に存在していたという乙とが

一般的l口、えるわけですが，細かい数値については即答しかねます。問題点としW、ま

すと，乙うした状況がどれくらいの時間スケーノレで続くのかという乙とがあると思い

ますが，状況が変われば港湾の構成も影響を受けますので，非常に難しい問題である

というお答えしかて‘きません。

東アジアのコンテナ港湾が乙れほどまでに発展したのは，工業化とそれiζ伴う輸出

の増加だけに帰着していいのか，また，工業の急成長の原因は何なのか，というと質

問が和泉先生から出ております。地理学の分野では，現状分析しかも統計資料による

実証という乙とに重点が置かれておりまして，政策論を含め将来どういう展開をする
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のかという問題はもっとも不得意とすると乙ろなわけです。工業生産高とコンテナ貨

物品に比重があったのは，それが実証データとして提唱しやすかったという乙とをご

理解いただきたいと思います。

神戸商船大学の三木先生から，トランシッフ。港は空地のハブセンターと問機の機能

をもっと考えてよいかというご質問が出ております。機能そのものとしては両者は同

じようなものと考えられると思います。トランシ yフ。港の地位を保つためにはその港

が後背地を確保している乙とが必要なわけですが，それがない場合には存立しえるか

どうかという問題がでておりますが，現在のと乙ろ事例は浮かばないわけですが，私

は理論的には可能であると考えておりま昔。

高見先生の方から考察の視点が物の方［ζ偏っているので，流通・ンステム，ソフ トの

面の視点も必要ではなし、かという，たいへん有用なアドバイスをいただきました。

司会． フロアーの方からと意見，乙質問がございましたらどうぞ。

高見：コ ンテナおよび物流を扱う場合に，現在，それを動かしている情報システム

が重要なんです。シンガポーノレの場合，非常に発達していまして，すでにコンビュー

タシステムが人口頭脳の段階まできています。日本もそ乙までいっているのですが，

行政上，企業上の制約がありまして標準化が難しい。シンガポーノレの場合はそういう

制約がないので，日本よりも先に進むのではなし、かと危慎しています。

司会 ーその他IL乙質問がないようでしたら，山上先生どうぞ。

山上： 従来，港というものは地場独占で，背後地のものしか使えないという考え方

が港湾経済に根強くあるわけですが，コンテナというものは背後地を限定しないでで

きる輸送手段である。乙ういうコンテナの属性から港湾競争がおきてくるわけです。

物の経済からサービス・情報の経済へ，規模の経済から範囲の経済へ，さらIL特化・

分化の経済から業際化・ 連結の経済への移行という乙とが今日よく言われています。

情報，範囲，連結の経済κついて，港湾の場合考えてし、かなければならないのは，コ

ンテナ輸送ではなかろうか，とくに連結という意味はネ y トワークということであろ

うかと思います。従来でありますと，できるだけ寄港数を減らして規模の経済性を発

揮するため，大型船で運んで，さらにハプ港とスポーク港をフィーダ一輪j丞で運ぶと

いうメカニズムが成立しているわけです。しかし近年，アメリカのような市場であり

ますと，特定の港ICハフをつくってピス トン輸送をやるやり方から，若干競争性が激

しくなって，例えばニューヨークだけでなく周辺の複数の港に寄って貨物をたくさん

集めるケースも地えてきている。できるだけ多くのネ y トワークをもっ乙とによって

メリッ 卜が出てくる。そ乙で港湾の連結の経済を考えなければならないわけですが，

それには人 ・物・情報の交流のための協調化戦略とサービスの差別化を考えなければ

ならないし， それが東アジアで，日本のチャレンジャー港がリーダー港と競争するの

には大切な要素ではないでしょうか。



202 

木村先生からの乙質問ですが，コンテナ輸i釘ζ関しては，港は必ずしも地域独占で

はなくなってきており，そ乙で競争がお乙なわれているので東アジアを同ーの市場と

捉えていいのではなし、かと思われます。

もう一つ，シンガポーノレと香港について付け加えておきますと，内部要因と外部要

因という乙とでいいますと，シンガポーノレ自体の経済発展と ASEAN諸国の経済状

態が，どうなるかによって非常κ不健実な要素をもっておりますが， 1988年は 11._1 

%の高度成長をしたという乙とで外部要因がかなりよかった。 差別化戦略という乙と

で考えますと，自由港の特徴として管理が一元化できている乙とで情報の処理が合理

的Kできるという面があります。それからパースの優先使用が徹底している乙と，通

関手続きや夕、yクスの面なと，内部要因でかなり差別化がされてきているわけで，ポ

ートセールスには非常に有利な条件をもっています。香港については，不確実要素と

して， 97年変換という乙とがあります。また，レ yセフェーjレ，積極的非介入という

原則があって，コンテナが民間Kなっているという乙とのメリ ッ卜が今まででていた

わけですが，今後もそれが生かされるかどうか。それから，シンガ、ポーノレも香港も農

業部門をもっていないので，食料は外部に依存するという ζとで，経済的に不安定に

なりますと， かなりもろい面もあるのではないかと思います。

司会． ありがとうございました。ご質問がなければ，鈴木先生お願し、します。

鈴木・乙質問を大きく三つに分けてお答えしたいと思います。遠藤先生からの乙質

問で，主要企業lζ関する港湾利用の具体的な流通システムについてですが，メーカー

の海外物流戦略について，例えばソニーがロサンゼノレスでフォーワーダーとの共同の

物流拠点整備を展開しています。少なくとも輸出貨物については，日本の港湾におい

てもメーカーと物流子会社，あるいはメ ーカーそのものとのタイア yプで，上屋とか

倉庫の拠点整備が進んでおりま昔。

次にコモンキャリアについての乙質問ですが，やや悲観的な報告をしましたが，市

場の縮小についてそうでない側面もあるのではないか，また， 大手の国際物流企業の

経営戦略についても刻lりたいという乙指摘があります。国際複合輸送において，フォ

ーワーダー独自のメニュー開発のためには，情報システム化や，海外iζ法人を設立し

て物流サービスを展開して荷主のニーズp:答えるということがあるかと思います。

田中先生やフロアーの高見先生からと指摘があったように，情報化， ネッ トワーク

化が国際物流をみる上で重要なわけです。最近の新聞によりますと日本郵船がBLナ

ンバーによる貨物追跡システムを開発しています。乙の場合キャリアーではあります

が，そのシステムはフォーワーダーにも将来利用の可能性は大いにあるだろうと思い

ます。コモンキャリアーが情報システム化に今後取り組んでいく乙とによって，荷主

の需要追随という一方で，需要創造型の行動も出てきますので，荷主の物流支配とコ

モンキャ リアーとしてのフォーワーターとの力関係，綱引きがますます激しく展開さ
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れるのではなし、かと思います。

木村先生からのご質問で，コモンキャリアの市場縮小lζ関連して港湾の役割がはっ

きりしないという乙とですが，輸出の割合が相対的に低下して，一方，輸入が製品を

中心と して増えているという乙とから，従来の輸出中心であった港湾設備が輸入機能

中心に変わらざるをえない。港湾）:'.i;f型者とくに東京あたりでは，輸入のための港湾施

設整備を重視しています。乙ういう形での港湾の役割l変化がみられるのではなし、かと

思います。

日比野。 流通の拠点は，ネy トワークシステムの発達，ソフトの費用が安くなって

きた乙とによって集中化されているのではないかと思うんです。乙ういう乙とからフ

ォーワーダーは，他人の:illi送，技術を応用して一つの流通体系を商品化していくとい

う傾向にあると思うんですが，乙の点について，乙意見をおl±rlかせくださし、。

鈴木 乙の点については回中先生へのお答えと繰り返しになりますが，需要創造的

な国際複合輸送のメニューを開拓する乙とでフォーワーダーの位置つけが高まるので

はなし、かと思います。海外へのフォーワーダーの進出ですが， 三国間物流についても

フォーワーダーの役割が強くなるのではないか。アメ リカや西ドイツのフォーワーダ

ーなどはキャ リアーと同等，荷主に対しても同等の力関係をもっているときいていま

すが，日本のフォーワーダーも日通をはじめ，独占的な大企業であれば，新しいメニ

ューの開発によって，荷主との関係で対等に近つく可能性もあるのではないか，ただ

し，中小のフォ ーワーダーはむしろ非常K厳しいのではなかろうかと思います。

司会： では次に柴田先生，とうぞ。

柴田 多数質問をいただきありがとうございました。最初に木村先生のご質問で，

港湾管理が地方委譲されたが基本的にうまくいっていないという乙とに附して，中国

の状態からみて港湾政策の遅れを具体的に指摘できないかという乙とでした。乙うい

う例があります。地方の港は独立採算でやっていって，手lj潤が当初の計画よりあがっ

た場合にはそれは留保されて，港が活性化するのですが，ただ乙の場合一定の貨物量

が確保されるという前提が充たされたときに限られます。貨物が集まらなくても，な

お港の会計状態を保とうと思うと，なんらかの収益性のある事業をしなければならな

い。自由化の動きで，直接利潤lζ結びっく ホテノレとか他の施設の経営もできるわけで

すが，しかし，そういうと乙ろに管理経営のウエイトが害ljかれるという実態をみます

と，地方委譲の矛盾もみるわけです。

次IC武漢からいらしている宋先生と日比野先生からよく似た乙質問で， 内陸部の物

流体制の合理化についてどう思うか，鉄道の効果的利用があるのではないか．という

乙とでした。なにせ大きな国ですから，貨物の輸送も船，鉄道，トラックさらIC人力

・馬力といろいろあるわけですが，7 クロでみて鉄道の架たしている役割lは圧倒的に

大きいといえます。鉄道は各港に入っていまして，上海も南京も武漢も鉄道と接続し
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ております。ただ，粗大貨物などはもっと水道を利用甘べきではないか，また鉄道も

満杯ですからその対策が必要になっています。さらにコンビュータ処盟などの情報化

なとも乙れからの課題といえます。

最後lζ平IJ泉先と｜えからの乙指摘で，注目される沿岸地区，経済特区の経済不振を含め

て，経済発展のテンポが緩やかな乙とは問題だが，将来，長江，鉄道，自動車などの

交通の発速によってまだまだ前途は洋々としているのではないか。つまり，中国の園

内市場の巨大性や占L、)ft史を考えれば，将来計画は30｛下， 50年単位で考えるべきで，

似期間での結論は避けるべきだという乙指摘でして，私もその通りだと忠、います。

司会． それでは次IC,1L1村先生lζお願いいたします。

山村ー 木村さんからなんですが，｛［！ij別企業の国際化の過程て、港湾はどうあるべきで

しょうか，という乙質問です。乙うあるべきだという返事はできないのですが，個別

企業の国際化の過粍でいろいろな問題がでできておりますが，新しい港湾の動きとし

ましては，港湾での取引機能ないしそれを代行する港連業界の進出もありうる，また

港湾lζ集配機能が結びついてそ乙で流通加工機能も加わってくるだろう。乙ういう面

lζつきましては，かつて日本が経済発展をしていく中で，海外の市場開発の過程で相

手の国の港湾をどう利用したのかという乙とも調べてみる必要があると思います。

国際経済大学の俗本先生とそれから高見先生から，港湾管理者のマーケテイングは

具体的にはどうやるべきか，またそれには限界があるのではないか，という乙とです。

確かに限界があるとは思いますが，港湾管理者はマーケティングを展開していくとき

に，単lζ船社ないし港送業者を相手にするだけでなく，直接荷主IC結びついてし、かな

ければならなし、。実際，荷主の関:il住の業界から資料を収集して分析を行っていると乙

ろもあります。また，第三セクターないし関連の協会を通じて展開されていくように

感じております。

それから，港湾機能の強化とは具体的にとんなものかという乙とですが，一つは情

報システムの強化，もう一つは一覧システム化という乙とが重要になってくる，です

から従来の本来の機能に業際的な業務がプラスされてより高度な港湾機能に変えてい

かなければならないという乙とです。

つぎに港湾労働については，海事検定の田中さんからのご指摘のとおり，長期的な

港湾労働の基本政策を確立する乙とが先決だと思います。ですが，いま現在の問題IC

とう対応したらいし、かといいますと，弾力的に労働力を確保する対応をしなければい

けない。そして，抜本的には新港労法の問題や外国人労働の問題もからまってきます。

高見 国際化というのは，国際的な価値の平均化，生産性の平均化という動きだと

出うんです。そのためにあらゆる商品流通の障壁を取り払っていくという動きがEc 

やアメリカでは進んでいる。日本の農産物輸入の自由化や流通機構の改善の問題も同

様で，体制的lζ遅れた経済組織，ネ」会構造を国際的にならしてし、かなければ大きな商品
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流通は起乙りえなし、。生産性，能率，商品流通なとの問題は，結局コストの問題とし

て港にもろにかかってくると思うんです。

労働問題についてですが，ロ yテlレダムのEc TターミナJレでは，フォーギャング
・スリーシフ ト・ システムをとっていて， 81時間労働i相l，非常に高い賃金の支払いが

行われているし， ］年通しての作業日程が組まれている。乙れができるためには貨物，

労働力を集中しなければならないわけで，日本のようにノミラパラにあち乙ちに細かい

ものがあるようでは危機は切り抜けられない。

田中 港湾労働は長い間，労使の聞の懸案事項なわけて、す。労働力K関しては労使

とも対応を；怠ってきたわけでそのツケが全部今の段階にきている。他の労働市場と迷

う商がある，そ乙へもってきて外国人労働の問題がすでにでできている。当座の問題

を解決するためにも基本的な問題をやらないとだめた、と思うわけです。

千須和： 高見先生の問題提起のしかたについて一言申し上げます。国際化の今日的

な意味は資本と労働の自由化なのであって，資本は安い労働を利用しながら，より有

利に剰余価値を獲得できる機会を作り出してきている。乙の乙とを見落とすと表K出

てきた国際化の現象だけを説明する乙とになってしまう。乙れまで日本の資本は東南

アジアや中固における低労賃市場を足場として超過利潤を獲得してきてたし，その乙

とによってコンテナの活動が非常に活発化していると思うんです。

司会 あと15分ほど乙自由に議論していただきたいと思います。

富田：国際経済社会の変貌というとき，なにがどう変わったのか，一言ずつお聞き

かせください。

木村 ：80年代の経済社会の構造というのが国内問題として捉えるだけではどうにも

ならなくて，世界的な関係の中て、しか動かなし、。とくに東京の場合，国際金融市場と

しての要素が強くなってきましたので，そういう意味で構造変化がおき，人口の集｛中

という形で現われ，さらに臨海部のスプローJレ化という開発の方向の圧力となってき

た，というふうに捉えています。

山村； 貿易の不均衡化が非常に拡大してきた，海外製品の輸入が非常に増えた， N

I E S諸国からの追い上げが高まった，そしてζれが港湾にどういう影響を与えてき

たのかという面に焦点をあてて国際化の進展を捉えたという乙とです。

鈴木 生産の国際化との関係で東南アジアの位置つ‘けKついて補足を加えて説明さ

せていただきます。日本からの製品輸出が減って，製品輸入が増えているという局商

なんですが，実はとれは東南アジアを抱き込んで対米市場を目見んでの動きだと捉える

べきだと思います。製品輸出が減ったとはいっても，東南アジアlζ進出した企業の製

品がアメリカに流れ込んでいるという乙とであって，従来の日本の輸出主導型の貿易

椛造lζついては全く変化がない。製品輸入についても，消費物資K閲しては日用品で

あるとか，比較的価格の安いものが輸入されているのであって，伝統的な垂直貿易の
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流れは線強く後っているのではないかと思われます。

柴田 ．わが国の戦後の経済発展というのは．対米貿易を中心にしまして．資本主義

諸国1rnとの取引の中で発展してきたといえると思います。しかし今後は，社会主義市

場を無視する乙とができない事態となっておりまして，もっとも近隣の中国というの

をいったいどう捉えたらよいのか，過去の日中貿易を振り返りながら，港湾 ・物流と

いう視点からみてみる，そういう問題意識があったわけです。

山上： コンテナの国際競争という而をみますと，NIE S諸国を含めた東アジアで

新興港が急速に現われて，わが国の多くの港が同ーの土俵で競争を強いられてきてい

る。そういうなかでは日本の沿もランクつけをして競争戦略をたてる必要があるので

はないか。今後ますます海運のグローパリゼーソョンそして競争が進んでいくと思い

ますので，市場の需要を創出するという乙とを官理者が考えないと，投資がフィー ド

パックしないのではないか。単なる統一的な行政の指導のもとにやっているだけでは

アジアの方からの競争が激しくなってくれば地域振興に通じなくなってしまうのでは

ないか，というような乙とから競争戦略をもっと線型化してつめなければ駄目なのじ

ゃなし、かという乙とを提起したわけです。

遠藤．地問学的に国際化といいますと，東京を頂点とした都市のランクづけがある

わけですが，一方で低次lζ位践した都市あるいは地域が，人・モノ ・情報なとの流れ

のなかにおいて世界と直結する！時代，というふうに捉えています。

司会。 一応三つのジャンノレK分けて討論してきまして，それなりに新しい知識が得

られましたし，問題も拡大したのではなし、かと思います。総括して問題点をあげます

と，共通論題の国際化という言葉は人によって内容がかなり異なるわけでして，そも

そも国際化とは何かという乙とが課題として残ったと思います。限られた時間でした

が，充実した内容だったと思います。どうもありがとう乙ざいました。 （拍手）

〔記 ・堀野正人（横浜アカデミー） 〕
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部会活動状況

〔関東部会〕

本年度の部会開催状況は，次の＠りである。

1. 平成2年5月12日（土）午後2:00～ 5 00 

横浜7 リタイム ミュージアム（帆船日本丸記念財団） 参加者 2 1名

テー7 と発表者名

1 ）国際複合一貫輸送と港湾巡送 流通経済大学市来清也氏

2）首都圏物流とウォーターフロン 卜 東京都市再開発促進会谷端政綜j氏

※なお第］回 ウォーターフロント研究会を次のように開催した。

2. 平成2年6月9日（土）午後200～ 5 00 

日本大学会館参加者： 23名

テー7 と発表者名

1 ）ウォーターフロントと国際物流の競争戦略

2 ）東京湾の漁業権について

〔関 西部会〕

1. 平成元年11月JO日 （金）

報告者 岸 川 通蔵氏 CK.K.アワヅ）

テー7 地方コンテナ港新設の是非をめぐって

参加者 2 3名

2. 平成2年6月8日（金）

，報告者金井蔦造氏（地域計画建築研究所）

テーマ 港湾再開発の計画と課題

参加者 2 7名

日本大学 山上徹氏

関東学院大学小林照夫氏

（文武 ・山 七徹）

（文責・柴田悦子）
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〔中 部 部会〕

l. 平成 2'rTO 8月24日

次の内容IC::より、部会が開催された。

開会の辞 日本港湾経済学会中部部会

会長 井関弘太郎

挨 拶 日本港湾経済学会

会長 北 見俊郎

「経済のソフト化と貿易構造の変化特に名古屋港のケースについて 」

研究報告者 －石瀬 ｜塗氏（愛知学院大学）

司会者真継 隆氏（名古屋大学）

予定討論者 山 田健治氏（岐阜経済大学）

「通信と港湾 テレポートと関連させて 」

研究報告者河村 真氏（名古屋大学大学院）

司会者 ：林 上氏 （名古屋大学〕

予定討論者 ー木村武彦氏（名古屋港管盟組合）

「港湾の背後地経済圏関発 一 名古屋港と北陸三県 」

研究報告者 ー松永 嘉夫 氏（名古屋市立大学）

司会者 ：菅沼 澄氏（愛知大学）

予定討論者 ．高橋治朗氏（名港海通附）
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韓国港湾経済学会

第5回 韓・日港湾経済学，国際学術発表大会

平成2年7月13日から14日の2日間，韓国港湾経済学会が木浦大学校Irて開催され

ました。日本側からの参加者は，山上徹（日本大学），富田功（横浜港湾短期大学校）

大浜慶和（青森中央短期大学），筒浦明（北海学園大学）の4名が招請・参加致しま

した。

先ず，会長朴餅洪氏（図光大学校教授）より共通論題『港湾と地域経済発展』との問

題提起がなされ，発表 ・報告が開会した。第一日目，日本側より山上， 「国際コンテ

ナ港の活性化策についての一考察」，富田功，「港湾と地域経済の発展」，第二日目，

大浜慶和， 「国際物流と港連経営について」，そして自由討論として筒浦明，「北海道

における港湾と地域経済発展」の報告をしました。韓国側から越相弼（木浦大学校），

「木浦港開発与件変化IL対する長期開発戦略J等が報告され，その後，総合討論がお

乙なわれた。感想としては，日本港湾経済学会以上に活発な討議がなたれた乙とと，会

員の年令が若いように思われた。さらに韓国 ・日本の港湾の諸条件における経済的歴

史的な相違等もあり，質疑の際に正確に理解されたのかどうか疑問は残るものの，国

際学会としての意義は達成され，韓日の人的交流の役割をも果たされたと存じます。

また第一日，二日目の報告終了後，木浦市内のホテルでパーティが開催され，韓国功

労者，日本側被招請者lζ紀念牌が贈呈された。ただ2日目の木浦港の視察が中止にな

った乙とが残念であった。しかし，乙の2日間中卜会長はじめ，多くの方々から終始心

温まる配慮、を賜り感謝の気持ちで一杯です。

結論的ILは，学会として乙の国際学術発表大会を6回， IO固と会を継続する乙とが

大切である。

また，より国際交流を深め，国際学術大会＇ c:::相応しいものにすることを考慮すべき

時期にきているものと考える。さらに，両国間の垣根を少なくし研究の交流を充実で

きうる学会体制の確立が必要不可欠となるように考えられる。

（文宣 ・大浜慶和）
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編集後記

昭和期の混乱と経済成長を鞘の中におさめ，今，わが国は経済の安定と真

の豊かさを求めて，模索の時代lζ入った。特K，浅海に恵まれた臨海部を持

つ我が国は，戦後の寸車の重化学工業時代を臨海部の埋め立てによる工業団

地の造成と表裏一体化させて．現実のものにしてきた。その結果，我が国の

沿岸域には，日本の経済を担っている巨大企業の主力工場がと ζろ狭しと立

地した。しかし，生産と消費の調和ある生活乙そが「真の豊かさ」ではない

かと問われはじめたとき，我々の手近な場所には余暇を楽しむ海辺さえ失わ

れていた。

最近． 「パブリック ・アクセスj，海は我々のものという考え方を中心IC:.

ウォーターフロン 卜問題が重要な課題を占めてきている。そのような現実の

中で，港を中心lζ沿岸域の生産活動iζ研究の視覚を置く当日本港湾経済学会

が，乙の度，京浜工業地帯の中核をな し我が国の経済発展の一翼を担ってき

た川崎を舞台IL. 「ウォーターフロント開発と港Jを共通論題として論じ

る乙との意味は，大きいと言える。理論は理論として構築されるものではな

く．常iζ理論は実証lと基づき構築され，実証によって規定されるものである

からである。

（小林照夫記）

年報編集委員（50音JI頃）

安彦正 （群馬女子短期大学助教授）

小林照夫 （関東学院大学教授）

柴田悦子 （大阪市立大学教授）

徳田欣次 （釧路公立大学教授）

富田 功 （横浜港湾短期大学校教官）

松橋幸 （横浜港湾短期大学校教官）

三 村真人 （神奈川県立外語短期大学教授）

山上 徹 （日本大学教侵）
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